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1.緒 言

既に第1編 に於てロ氏窩の計測竝びにその形態に

就て述べ,第2編 に於て鼻咽腔鏡検査に依 る口氏窩

の形態学的所見に就て述べ たが,本 編に於 ては更に

ロ氏窩のリンパ組織の遂令的比較を行い,尚 且つ ロ

氏窩リンパ組織の被膜の肥厚 とリンパ組織肥大との

関係につき併せて研究を行つた.

2.研 究 方 法

耳疾患を有 しない胎生10ケ 月の胎児,生 後1日,

生後2日の新産児,満1才, 2年6ケ 月, 4才, 14

才, 26才, 36才, 43才, 55才, 56才の側頭骨竝 びに

鼻咽腔を含む広範な標本を摘 出し,型 の如 く固定,

脱灰,包 埋法を行い,右 側を頭蓋の矢状面に一致す

る如 く縦断し,左 側を頭蓋の水平面に一致す る如 く

横断し, 25uの 連続 切 片 と な し,ヘ マ トキシ リ

ン・エオジン二重染色を施 したものに就 て,ロ 氏窩

のリンパ組織を観察 し,特 に リンパ組織発達の遂令

的経過を比較観察し,併 せて ロ氏窩 内の橋架せる大

なる癒着,嚢 腫の出現に注意を払つた.

3.研 究 成 績

胎生10ケ月(第1,第2図)ロ 氏 窩 入 口部 では

後壁に於ては上連合部 より中央部迄 リンパ組織が肥

厚するにかかわらず,前 壁に於ては リンパ組織が全

体に薄 く,前後壁共に弾力線維が著明に侵入 し,数

個の未熟なリンパ濾胞を認める.底 部にやや近づ く

と前後壁共 リンパ組織の肥厚を増 し
,数 個の 未熟な

リンパ濾胞を認め,リ ンパ濾胞中を血 管が貫通 して

いるのが観られる.下 連合部に於ては ロ氏窩 は深 く,

前壁中央部より後壁下連合部に橘架せ る大な る皺壁

が認 め られ た.

生後1日(第3, 4図):入 口 部 で は 後壁の リン

パ組織がやや厚 く未熟な リンパ濾胞を多数認め,前

壁には殆ん ど リンパ組織は認め られない.や や底部

に近づ くと前後壁共 リンパ組織が肥 厚 し始め,前 後

壁に夫 々1個 の皺 壁 を 観 る.(第3図)底 部(第4

図)で は ロ氏窩は下連合部に於てのみ観 られ,後 壁

中央部 の リンパ組織肥厚 し1個 の皺壁を観 る.

生 後2日(第5, 6, 7図):入 口部(第5図)で は

前後壁共 リンパ組織極めて薄 く,後 壁に未熟な リン

パ濾 胞が数個 観 られ,夫 々の濾胞中を血管の貫いて

い る所見が認め られ る.底 部にやや近づ くと(第6

図)後 壁の上連合部 より中央部にかけて リンパ組織

の肥厚を増すが,前 壁では依然 リンパ組織は極めて

薄い.底 部(第7図)で はロ氏窩 は下連合部に於て

のみ観 られ,前 後壁共 リンパ 組織の厚さを増す.

満1才(第8, 9図)　 入口部 では後壁中央部に厚

い リンパ組織層があ り,底 部にやや近づ くも依然後

壁中央部の リンパ組織厚 く,そ の中には初めて胚中

心を有す る完成 した リンパ濾胞を少数観 る.入 口部

よ り約2.8mmの 個所に粘液を含んだ小 さい嚢腫竝

びに漿粘液腺の出現を観た.

前述 の胎生10ケ 月,生 後1日,生 後2日 の標本を

満1才 の此の幼児の夫 と比較すると,幼 児 では胎児

及び新産児 に較べて リンパ組織が甚 し く肥厚 し,小

さい乍 らも胚中心を有す る リンパ濾胞があ り(第9

図)且 つ リンパ組織外側の漿粘液腺が新産児では散

在性に認め られるに比 し,幼 児 では極 めて豊富に リ

ンパ組 織が深層に配列 していた.

2年6ケ 月(第10図):入 口部では上連合部 に厚

い リンパ組織層があ り,若 干の結合織線維の侵入を

観,底 部にやや近づ くと上連合部の リンパ絹織は厚

さを減 じ,中 央部～下連合部の リンパ組織は厚 さを
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増す.底 部 では前後壁共 リンパ 組織が一様に殖え,

特に下連合部に於て厚 く,完 成 した リンパ濾 胞の多

数存在 を観 る。 ロ氏窩の諸所に粘液を含んだ小さな

嚢腫を数個認め る.

4才(第11図):入 口部よ り底部迄 リンパ組織の

発達著明 で,入 口部 では前壁 より後壁が リンパ組 織

厚 く,底 部に近づ くと上連合部 より下連合部の方が

リンパ組織が厚い.入 口部 より底部迄大な る胚 中心

を有す る濾胞を多数含み,入 口部 より約1mm,約

6mmの 深 さの2個 所 に嚢腫 の出現を観た.

以上の観察 の如 くロ氏窩内 リンパ組織の発達は4

才が最高で, 2月6ケ 月,満1才 の順序 とな り,リ

ンパ濾胞の大 きさ竝 びに数も亦4才, 2年6ケ 月,

満1才 の順となつてい る.

14才(第12, 13, 14図)　 入 口部 では後壁中央部

の リンパ組織が厚 く,前 壁では全般に リンパ組織が

薄い.底 部にやや近 づ くと上連合部の リンパ組織が

薄 く,下 連合部 に行 くに従つて厚 くな る.リ ンパ組

織の発育は全体として4才 より悪 く,胚 中心を有す

るリンパ濾胞は小さい.(第12図)

ロ氏窩を取巻 くリンパ組織の諸所 に大小種 々の嚢

腫 が観 られる.第13図 は尚上連合部 の水平面 である

が,そ こには リンパ組織を蔵す る大 なる嚢腫が認め

られ,又 第14図 に示す如 く同一標本に於て嚢腫の発

生が腺排泄 管に由来 してい る所見を示す もの も観 ら

れ た.

26才(第15図):入 口部よ り底部迄前後壁共 一様

に リンパ組織の発 達を観,只 入 口部では後壁の方 が

やや 厚 く,底 部 に近づ くと上連合部の方が厚 くな り,

小 さな リンパ濾胞を多数認め,所 に依 りて大 きな リ

ンパ濾胞を散見す るが,萎 縮の為か多少形が崩れて

いるのを認め る.リ ンパ組織の発達は4才, 2年6

ケ月, 1才 に劣り,リ ンパ濾胞の大 きさは4才 より

小 さ く1才 より大 きい.

底部 にやや近づいた所 で後壁中央部よ り前壁上連

合部に橋架せ る大 きな癒着を認め る(第15図)ロ 氏

窩 の リンパ組織の諸所に大 小種々の数個 の潴溜嚢腫

が観 られた.

36才(第16図):入 口部 では前後壁共 リンパ組織

薄 く,萎 縮 した小 さな リンパ濾胞を含み結合織線維

の侵入 が観 られ る.底 部にやや近づ くと上下連合部

の リンパ組織は入 口部に比 し前後壁共肥厚 を増すの

が観 られ る.底 部 になると再 び リンパ組織 が薄 くな

るが,前2個 所に比 し萎縮 した リンパ濾胞す ら認 め

られな くな る.此 の所見を26才 のそれと比 較す ると,

 36才 の例では リンパ組織は全般に極めて薄くなり結

合織線維の侵入が著 し くなる.リ ンパ濾胞は全て萎

縮 して数 も減 り所 に依つては消失 したりする.

入 口部よ り底部迄前後壁に大小多数の嚢腫の出現

を観てい る.(第16図)

43才:ロ 氏窩全体として リンパ組織が頓に薄くな

り,結 合織線維の侵入が著 しく,殊 に入口部の前後

壁に於て著明 である.リ ンパ濾胞の数も減少し萎縮

しているのを認め る.

55才:入 口部 では リンパ組織極めて薄 く前壁が後

壁より結合織化が著明であ る.底 部にやや近づくと

前後壁共下連合部の リンパ組織が梢々肥厚を増し,

上連合部に行 くに従 つて リンパ組織が薄 くなる所見

が認め られ る.底 部 にな ると結合織線維の侵入は益

益著明とな り,著 しく萎縮 した リンパ濾胞を数個認

め る.入 口部よ り底部迄大小数個の嚢腫が認められ

た.

56才(第17図):入 口部では リンパ組織が極めて

菲薄 とな り,前 壁が後壁よ り結合織線維の侵入が著

明に認め られ る.底 部にやや近づ くと萎縮 リンパ濾

胞があ り依然結合織化著 しく,底 部ではロ氏窩は狭

く浅 くなつて閉鎖された所見を認め,下 連合部に僅

かの リンパ組織を観 る.尚 入 口部より底部迄 リンパ

組織内に多数の脂肪変性の個所を認める.耳 管軟骨

出現 より2.5mm下 方即ち上連合部の後壁上皮下に

大潴溜嚢腫 の出現を観,細 胞成分を含まない多量の

潴溜液を含ん でい るのを認めた,(第17図)

43才, 55才, 56才 の リンパ組織を26才の夫と比較

す ると リンパ組織は極めて薄 くなり,結 合織線維の

侵入は益 々著明 となり,リ ンパ濾胞は著 しく萎縮し

てい る. 56才 では脂肪変性を多 くの個所で認めてい

る.

次 に ロ氏窩の リンパ組織の被膜 に就て述べる.被

膜は所 に依 りて厚 く所に依 りて薄 く全然無い個所も

散見され るが,幼 小児 では一般に薄 く年令の進むに

つれて被膜は厚 くな り,リ ンパ組織中に向つて結締

織性隔壁を出し初める.ロ 氏窩外被膜に向つても結

締織性の枝を出し リンパ組織被膜 との連絡が密とな

つて くる.

被膜の肥厚 と リンパ組織の発達との関係を見ると,

幼小児では リンパ組織軽度肥大のとき被膜の軽度肥

厚,リ ンパ組織 中等度竝 びに高度肥大のとき被膜の

中等度肥厚が多 く観 られ る.成 人では リンパ組織の

肥大の度にかかわ らず被膜の中等度肥厚が多く観ら

れ,高 年者では被膜の肥厚が幼小児,成 人より全体
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として著明で,ロ 氏窩外被膜 と リンパ組織被 膜との

間の結締織に依る吻合が著明に観られ,吻 合 の個所

が肥厚しているのを認める.

被膜肥厚の部位に就ては,幼 小児に観 られ る被膜

の軽度肥厚は前壁入口部,前 壁中間部,底 部の順 に

多く,被膜の中等度肥厚は後壁入口部,後 壁中間部,

底部の順に多 く観られ,成 人では被 膜の中等度肥厚

は各部位に観られた.高 年者では前壁入 口部の被膜

は同部位の リンパ組織の薄いにもかかわらず甚 し く

肥厚していた.

4.総 括 竝 び に 考 按

文献を渉猟するに咽頭篇桃に関す る組織学的研究

は多数見られるが,ロ 氏窩の リンパ組織 に就ての組

織学的研究は微々たるものであ る.

ロ氏窩のリンパ組織の発 育 に関 し記 載 せ る田口

(昭和11年)の 報 告 に依れば,ロ 氏窩の リンパ組織

は10才から27才迄発育が良好で,思 春期 に於て最高

の発育を示 し,咽 頭扁桃の リンパ組織 も10才よ り26

才迄の間が発育良好で,思 春期に於て発育の頂 点を

示すと述べている.従 つて彼の示説に依れば,ロ 氏

窩の リンパ組織 と咽頭扁桃の夫の発育は略 竝 行的

に進退するものと考え られ る.凡 て ロ氏窩 と咽頭扁

桃の位置的関係は極 めて近接 し,そ の両者の リンパ

組織が略々同様な発育過程を示すであろう事は容易

に想像される処である.然 して従来 ロ氏窩 リンパ組

織の発育に関しては田口,米 元の記 載に止 り,極 め

て寥々たる処であるが,咽 頭扁桃の リンパ組織の記

載に関しては極めて多数の業績を見 るので,余 の ロ

氏窩 リンパ組織の発育に関す る研究成績 を夫等咽頭

扁桃のリンパ組織の研究成績 と対比 して,ロ 氏窩の

リンパ組織の発育退縮に関して考按を進めたい.

胎児及び新産児の咽頭扁桃に関 してHellmannは,

咽頭扁桃は胎生4ケ 月で現われ次第に粘膜の細胞浸

潤が増して新産児になると リンパ組織 が完全に形成

され,襞 や溝が明瞭に出現 し,且 つ胚 中心は出産後

僅かの間に現われ るとしてい る. Bickelに 依れば

胎生期には咽頭天蓋の粘膜の襞が著明,且 つ広範 で

あるが,生 後1ケ 年の間 に咽頭よ り耳管に亘 る扁桃

のみが襞をもつたリンパ組織 として残 る様にな ると

記載している. Hollendet & Szanto(1945)等 の説

に依れば鼻咽腔 リンパ組織の発育 は生後直 ぐ始 まる

と言つている.

余のロ氏窩の組織学的検索に於ても,胎 児及び新

産児のロ氏窩内に1～2個 の襞や溝を明か に観察 し

てを り,そ の リンパ濾胞中に未だ胚中心を認めてい

ない ことは,多 数の襞を有 し且つ未熟乍 らも胚中心

を有する幼児の ロ氏窩 と比較す ると,胎 児及び新産

児の リンパ組織は未だ発育 の段階にあるもの と考 え

られ る.

次 に幼年者及び年長児に於て咽頭扁桃の最 も良 く

発達する年令はKayser(1899)に 依 れば5～11才,

 Symington(1910)に 依 れば6～7才 と述べている

が,余 のロ氏窩の研究に於ては4才 の リンパ組織 に

最高の発育が認められ,略 々4～5才 が ロ氏窩の リ

ンパ組織の最 も良 く発達 してい る年 令ではないか と

推測 される.

次 に 咽頭 扁桃 の 退 縮 の 時 期 に 関 しては, Disse

(1896), Gorke(1904), Serebyakoff(1906),

 Wilson(1906), Symington(1910), Jolly(1923)

等 は思 春期 を もつ て そ の時 期 で あ る とい つ て い る.

余 の ロ氏 窩 の組 織 学 的検 索 で は14才 の リンパ 組 織 の

発育 が4才 よ り劣 つ て い るの み な らず, 14才 で は既

に ロ氏 窩 リンパ 組 織 の退 行 が 認め られ てい るの で,

退行 の時 期 は尠 くと も14才 よ りも う少 し早 く始 ま る

の で はな い か と推 測 され る.

次 にロ氏窩 リンパ組織の発育と密接な関係 にある

濾胞の数竝 びに大 きさ,胚 中心の形成時期,更 に リ

ンパ組織の脂肪変性に就ての検索成績に触れ度い.

田口に依れば ロ氏窩の リンパ濾胞の数は20才代 に

於て頂点 に達 し,リ ンパ濾胞の大 きさは数 と並行 の

関係を保つと述べているが,余 の ロ氏窩の検索 では

4才 に於て リンパ濾胞が最 も大 き く,数 も最 も多 く,

 4才, 2年6ケ 月, 14才, 26才,満1才 の順に数竝

びに大 きさを減じて居 り, 26才 になると リンパ濾胞

が萎縮 消失 し初め, 36才 になると萎縮 リンパ濾胞を

数個残すのみ とな り, 55～56才 になると殆ど萎縮 リ

ンパ濾胞す ら認められない迄 に至 る.

胚 中 心 の形 成 時 期 に関 して はKniaschetzky(1899)

は咽 頭 扁桃 に於 て は 生 後6ケ 月, Barnesは 生 後4

～6ケ 月, Pol(1923)は 生 後3ケ 月 よ り以 前 には

認 め られな い と述 べ て 居 り, Gorke(1904)に 依 れ

ば胚 中 心の 発 育 は咽 頭 の リンパ 組織 の 発 育 と竝 行 す

ると記 載 して い るが,余 の ロ氏窩 の検索 で は満1才

に なつ て 始 め て胚 中 心 を認 め,胚 中心 の 数 は4才,

 2年6ケ 月,満1才 の順 序 となつ て 居 る.

Gorke(1904)は 高年者の咽 頭 扁桃では脂肪変性

が見られる と述べているが,余 のロ氏窩の検査成績

では56才 の標本 に退行変性 と考えられ る脂肪細胞の

出現を認めている.
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以上の諸点と余の成績とを勘案し,余 はロ氏窩の

リンパ組織は4才 を頂点として発育の最高を示し,

思春期以前に退行変性に移り,そ の状態は文献に見

られる咽頭扁桃の発育退縮関係と竝行関係を示すも

のと考える.

次に リンパ組織の退行現象 と多少 の関係 を持 つ リ

ンパ組織の被膜 とロ氏窩内嚢腫 との関係 に就 いて余

の検索 標本 に於 ける所 見か ら之 を総 括記 載する.

咽頭扁桃の リンパ組織 の被 膜竝 びに結 合組 織に就

て はHellmann, Goodaleの 記載 があるが, Goodale

(1902)に 依れば高 年者 の 咽 頭扁桃 では リンパ組織

の消失 と同時 に結合組織の増加が お こり,枝 状 に一

様 に対称的 に基底か ら表面 に向つて拡つて いると述

べてい る.余 の ロ氏窩 リンパ組織 の検査成績 では36

才 より結合織線維の リンパ組織内へ の侵入 を観,年

令 の増加 と共 に結合織 化高度 とな り,前 壁入 口部 に

著 明である.

ロ氏窩 の 嚢 腫 に就 てはHellmann(1927), Glas

(1929), Eigler(1940)が 触 れ,米 元(1952)は ロ

氏窩を閉塞す る程 の大 なる嚢腫 を報告 し,田 口は嚢

腫 は10才 から現 われ ると述べ ているが,余 の検査 成

績 では夙 くも満1才, 2年6ケ 月, 4才 の幼年者 に

於 て粘液 を含む小 なる嚢腫 を認めるもの もある. 14

才 以上 の ものに見 られた嚢腫 は一 般的EL大 き く又多

発性 のもの もあつた.然 も14才 の例 では第14図 に見

る如 く嚢腫が腺排泄 管の拡大 に由来 して いる所 見を

示 して いた.

以上述べた 通 り満1才, 2年6ケ 月, 4才, 14才

に観 られ る如 き リンパ組織 の充満, 26才 の例 に見ら

れ た前後 壁に橋架せ る癒着,殆 どの症例 に認め られ

た如き嚢腫,は その程 度が著 しい場 合には,耳 管の

生理的開大 に必要 な耳 管隆起 の後 上方運 動を障 碍 し,

耳管狭窄症の成 因にな るのではないか と推 測 される.

5.結 語

1.胎 児及 び新産児 ではロ氏窩 は未 だ形成 に至 ら

ない.ロ 氏窩 に該当す る部 に1～2個 の皺壁を観察

し,顕 微鏡的 に見 ると リンパ濾胞はあるが,未だ胚

中心を認め るに至 らない.

2.ロ 氏窩 の リンパ組織の遂令的変化を比較観察

す ると,リ ンパ組織最高の発育は4才 前観で,退行

の時期は14才 以前で, 2年6ケ 月～26才がリンパ組

織の良い発育をな している年令 と考えられる.

3.ロ 氏窩の リンパ濾胞 は4才 が最も大きく数も

多い.大 きさ及び数は4才, 2年6ケ 月, 14才, 26

才,満1才 の順 とな り, 26才 にな るとリンパ濾胞が

部位 に依 り萎縮 し初 め, 36才 になると萎縮 リンパ濾

胞を数個 残す のみ とな り, 55才 以上になると殆ど見

られな くな る.

4.胚 中心形成 の時期は満1才 になつて始めて認

め られ,胚 中心の発育 は リンパ組織の発育に竝行す

ることが認め られた.

5.高 年 者にな ると結合織線維のロ氏窩 リンパ組

織内へ の侵入 が著 明とな り,結 合組織の増加はリン

パ組織 の隔 壁に沿 うて枝状に現われ,殊 にロ氏窩の

前 壁入 口部 に著明に見られた.

6.満1才, 2年6ケ 月, 4才 の幼児のロ氏窩内

に於て も粘 液を含む小な る嚢腫が認められた. 14才

以上 の年長児,高 年者では大なる瀦溜嚢腫,多 発性

嚢腫の出現 を認め,そ の中 には腺排泄管の拡大に由

来 している所 見を呈 した ものがあつた.

7.幼 児 に観 られ る リンパ組織の充満,年 長児に

観 られ る大 な る癒着,殆 ん どの症例 に認められた嚢

腫はその程度が著 しい場合には耳管の生理的開大に

必要 な耳 管隆起の後上方運動を障碍 し,耳 管狭窄症

の成 因にな るもの と推測す る.

稿を終 るに臨み終始御指 導御校閲を賜わつた恩師

高原教授並びに御助言を賜わつた解剖学教室関教授,

標本 を提供せ られ た病理学教室田部,浜 崎両教授,

国立岡山病 院木田産 婦人科医長の御好意に深謝する.
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Morphological and Histological Studies on Rosenmuller's Fossa

Part 3. The Histological Study on Rosenmuller's Fossa

By

Kenjiro KANATAKI

Department of Oto-Rhino-Laryngology, Okayama University Medical School

(Director: Prof. Shigeo Takahara)

Comparative histological observations were carried out on lymphoid tissue of Rosenmuller's 
fossa in the order of ages , and also the relationship between the thickening of the capsule 
of lymphoid tissue in R. Fossa and the hypertrophy of lymphoid tissues was studied.

The maximum development of lymphoid tissues is reached at the age of four , and the 
size and number of lymph follicles are also greatest at four , and both the size and number 
decrease progressively in the order of 2 years and six months , 14 years old, 25 years, and 
one full year old. In older children and adults some show large retention cysts and multiple 
cysts; and certain ones clearly indicate that these malformations are caused by the dilatation 
of the excretory duct of lymphatic glands . Moreover, there are some revealing big adhesions 
bridging across the anterior and posterior walls of R . fossa.

It is believed that the hypertrophy of lymphoid tissues in R. Fossa, big adhesions and 
formation of cysts as observed in adults impede the backward and upward movement of 
Torus tubaris and these constitute the cause of tubal stenosis .
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金 滝 論 文 附 図

箪1図

胎生10ケ 月の頭蓋 矢状面 ・ロ氏窩底部が

下連 合部に 於て深い所見を呈す る.

第2図

胎生10ケ 月の頭蓋矢状面 ・ロ氏窩底部で

前壁中央部 より後壁下連合部に橋架せる

皺 壁が観られ る.

第3図

生 後1日 の 頭蓋 矢 状 面 ・ロ氏 窩 の 底 部に や や近 づ い た所 で は

前 後 壁に 〓々1個 の皺 壁が 観 られ る.
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金 滝 論 文 附 図

第4図

生後1日 の頭 蓋矢 状面(底 部)・ ロ氏 窩底 部 は 下連 合部 に 〓 ての

み観 られ 後壁 中央 部 リンパ組 織肥 厚 し1個 の皺 壁 が 観 られ る.

第5図

生 後2日 の頭 蓋矢 状 面(人 口部)・ ロ氏 窩 の 前後 壁 共 リンパ

組 織 薄 く,後 壁 に 胚中 心 を も たぬ 未熟 な リンパ濾 胞 が 観 ら

れ る.
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金 滝 論 文 附 図

第6図

生 後2日 の頭 蓋矢 状 面 ・ロ氏 窩 の 底 部に や や 近 づ くと後 壁 中

央部 の リ ンパ組 織 厚 く,前 壁 全般 に リンパ組 織 の薄 い のが 観

られ る.

第7図

生 後2日 の頭蓋矢状面(底部)・ ロ氏窩の底部は下連合部に於

てのみ観られ,前 後壁共 リンパ組織の肥厚が観 られ る.
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金 滝 論 文 附 図

第8図

満1才 の 頭蓋 矢 状 面 ・

第9図

満1才 の 頭 蓋矢 状 面 ・リン パ組織 肥 厚 し,胚 中心 を 有す る リ

ンパ濾 胞,豊 富 な 漿 〓液 腺 の組 織 が 観 られ る.
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金 滝 論 文 附 図

第10図

2年6ケ 月 の頭 蓋 矢状 面(底 部)・ リン パ組

織 前 後壁 共 肥 厚 し,完 成 した リンパ濾 胞 の

多 数存 在 を 観 る.

第12図

14才 の 頭 蓋 矢状 面(底 部)・

第11図

4才 の頭蓋矢状面 ・

第13図

14才 の頭 蓋 水 平面(上 連 合部)・ 大な る

嚢 腫 を認 め,内 に リンパ組織 をもつ.
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第14図

14才 の 頭 蓋 水平面 ・嚢腫 の発 生 が 腺排

泄 管 に 由 来して い る所見 を 示 す.

第15図

26才 の頭 蓋 矢状 面(底 部)・ 後 壁 中央 部 よ り前 壁 上連 合 部

に橋 架せ る大 な る癒 着が 観 られ る.
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金 滝 論 文 附 図

第16図

36才 の頭蓋矢状面(入 口部)・ ロ氏窩の多発

性嚢腫が人口部より底部迄諸所に観 られる.

第17図

56才 の頭蓋水平面 ・ロ氏窩後壁中央部に大な る潴溜嚢腫が観

られ,多 数 の脂肪変性せ る箇所が観 られ る.


